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A Hypothesis about Usage of “Maa” 
 





























































(5) 1980 円に消費税だから、まあ、2100 円くらいか
な。 

















 (6) まあ、大丈夫だよ。 




 (7) 大丈夫だよ。 














 (8) まあ、これくらいなら、いいでしょう。 





 (9) これくらいなら、いいでしょう。 











 (10) そうだね。 
 (11) まあ、そうだね。 









 (12) まあ、合格だ。 
 (13) まあ、及第だ。 













 (14)（B が太郎のことをよく知っている場合） 
  A 太郎って、今何してるの？ 
   B ??あいつは、まあ、大学生やってるよ。 














 (15) あいつは、まあ、大学生やってるよ。 









 (16) あいつは、大学生やってるよ。 




















 (18) 昨日も今日も、会社は、まあ愉快愉快。 














 (19) まあ、すごい。 
 (20) まあ、綺麗。 
 (21) まあ、寒い。 









































 (22) まあ、おいしい。 








































 (23) ×まあ、今すぐ参ります。 
 (24) ×まあ、お話うかがいしました。 
 (25) ×まあ、承りました。 
 (26) ×まあ、発言させていただきます。 
                     （作例） 
 
「まあ」は謝罪表現とも共起しない。 
 (27) ×まあ、申し訳ありません。 
 (28) ×まあ、善処いたします。 













 (10) そうだね。 
 (11) まあ、そうだね。 













 (29) その通りですね。 
 (30) まあ、その通りですね。 






 (20) まあ、綺麗。 












 (31) まあ、冗談だけど。 












 (32) そう、冗談さ。 
 (33) うん、冗談だよ。 








(5) 1980 円に消費税だから、まあ、2100 円くらい
かな。 





する形で B が異なる予想を提示している。 
 
 (34) A 1980 円に消費税だから、まあ、2100 円くら
いかな。 
      B ??まあ、2200 円くらいだよ。 













 (35) A まあ、出世を考えるなら、そんなことは言わ
ないことだ。 
     B??まあ、出世したいからこそ、あえて言うんだ。 







 (36) A まあ、出世を考えるなら、そんなことは言わ
ないことだ。 
     B まあ、出世が全てのお前には分からんよ。 










 (38) まあ、そんなに興奮しないで。 
 (39) まあ、もう少し考えてみようか。 




















 (40) そこのところをどうかよろしく。 
 (41) まあ、そこのところをどうかよろしく。 












 (42) まあ、お互い大人ですから。 















 (44) まあ、そう言うだろうと思ったよ。 
(45) まあ、あなたには分からないよ。 






















 (47) ?? まあ、そろそろ終わりですよね。 



















 (49) A1 作業はこのような流れになりますが、よろ
しいでしょうか。 
     B1 これだけ考えていただければ、私どもも安
心できます。 
     A2 有難うございます。 
     B2 これからもよろしくお願いします。 














 (50) A  これからどうするつもりだ？ 
     B まあ、一生懸命がんばってみるつもりです。 
                     （作例） 
 
 (51) A  昨日、ここに女の子が来なったか？ 
     B  まあ、ちょっとわかりません。 





 (52) A 亡くなったおばあちゃん、どんな人だった
の？ 
   B  まあ、そうですねぇ。昔のことなんであんま
り覚えてませんが、まあ粋な感じの人でした
ね。 








































 (11) まあ、そうだね。 
（あいづち） 
 
 (17) まあ、社長は大きな子供なんだ。 
（意味のずらし） 
 
 (20) まあ、綺麗。 
（感動詞用法） 
 
 話者の感じる優位性は固定的なものではなく、会話
の中で強弱が常に変化している。そして、会話の中で
明確な優位性を感じたことを条件に「まあ」が出現す
るというのが本稿の予想である。ただし、優位性とい
う言葉が曖昧であるため、これを仮説とするには優位
性をより客観的なものに規定し直す必要がある。また、
この予想の妥当性は、自然会話から検証されなくては
ならない。さらに、優位性と制限条件の関係も明らか
にする必要があるだろう。自然会話の観察を通して、
本稿の予想の妥当性を見極め、より客観性の高い仮説
としていくことが今後の課題である。 
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